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要 旨 ： 本研究 は．φ 50mm 以 下 の コ ア を用 い た コ ンク リ
ー

トの 圧 縮 強 度 試験 方法 を検 討

し，提案 した も の である 。まず，コ ア の採取 と 供 試体 の 作製方法 を検 討 し，こ れ を確立 し

た。次に ．小 コ ア の 圧縮試験で み られ る 円すい 破壊以外の 破壊は ．偏心 載荷等 によ る も の

で はな く，測定 され る 強度は 円す い 破 壊 とほぼ等 し い こ とを示 した。また．一
試験に 供す

る 供試体 数を統計的な 検討か ら3個 と定め ，小 径 コ ア の 強度 とφ 100mm の コ ア の 強度 と

の 関係か ら両者 の 関係式 を導 き．最後 に， こ れ らの 成果 に基づ き
一
小 径 コ ア を用 い た コ ン
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　 1． は じめ に

　 既存の コ ン ク リー ト構造物の 圧 縮強度を確認

す る場合 ，JIS　A　 1107 に従 い ， φ100nlm の コ

ン ク リー一トコ ア を採取 し，こ れ を 硫黄キ ャ ッ ヒ

ン グ また は 研 磨 し た後，圧 縮 強度試験 を行 っ て

い る 、し か しな が ら ，こ の φ 100mm の コ ア を

鉄 筋を切 断す る こ と な く採 取 し よ う と す る と．

柱 ．は りな ど の 部 材か らの 採取は様々 な制約 を

受 け，また，壁 ，床 ス ラブな どか ら採 取す る と

す る と，JISAllO8 に規定する 直径の 2倍で あ

る 20〔｝nlm の 高 さ の コ ア の 採取は ほとん ど不可

能 とな る 。採取 す る コ

ア の 直径を小 さ くすれ

ば ，こ れ らの 問題が 改

善される 他．供試 体 の

質量が小 さ い ，耐圧試

験 機 の 秤量 は小 さくす

む ．供試体数 を 増 や す

こ と が比較 的容 易 に な

る ，補修 が容 易 な ど利

点は 多 く ，小径 コ ア を

用 い た圧 縮 強度試験 方法 の 必要性 が認識 され て

い る
L2 ’・3／

．し か し，　 JIS　A 　 1132 は ，圧縮供試

体の 直径は ，粗 骨材の 最大寸法の 3倍以上 か つ

100mm 以 上 と 規定 し て い る ため ，φ 100mm

以 下 の コ ア を供試体 と して 採用 す る に は ，多く

の検 討 を 必要 と す る 。こ れ まで に ．谷 川 ら は 小

径 コ ア を 用 い る 場合 の 様 々 な 問 題 点 に つ い て ，

検討 を行 っ て きた
」「’95 广

。

　本研 究 は ，φ 50mm 以 下 の コ ア を小 径 コ ア

と 定 義 し．谷川 らの 研究成果 に新たな検 討を加

え，〔Dコ ア の採取 と供試体の 作製方法に 関す る

　 コ アの 採取 及び成型

コ ァの 採取 方法、供 試体 の

圧縮強度試験方法の検討

　　　　　　圧 縮強 度試験

　　 　 　　 　 圧 縮強 度試 験

強度の 評 価

コ ア の 直径 と圧

縮

強

度

試

験

　 　 方法 に閣 する検討

・コ ア ドリル の 回転数及 び

抜き取 り速 度
・採取 位置及 び深 さ
・
圧 縮供 試体 の 端面仕 上 げ

・コ アの 破壊形 状
・一試験 に供 する

供試 体数

圧 縮強 度 との

壓

小径コ ア に よる コ ン ク リ
ー

トの圧 縮強度試験方法｛案）の提案

図一1　 本研究 の 流れ
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検 討 ，  圧 縮 試 　　　 　　 表一1 調合表｛1）及び フ レ ッ シ ュ コ ン クリートの性状

験 に お け る 破壊 Wi
’
c

形状，供試 体数
（％）

に 関す る 検 討 ，

  コ ア の 直 径 と

圧 縮 強 度 と の 関

係を明 らか に し，啌 気量 調 整剤 は1稀 釈溶液と して 使用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 表一2　調合表（2＞
最後に ，  ／

．
小径 コ ア を用 い た コ ン ク リー トの

圧 縮強度試験方法 」 として 整理 し．提案す る も

の で あ る （図
一1参照）。

質量（kg〆m う 混和剤（cc！
「
m うw 〆℃

（％）

粗骨材

最大寸法

（mm 〕

単位水量

（kg〆m 『）セ メ ン ト 細骨材粗骨材 No．7SP −8No ，303A ＊

練り温

（℃）

ス ランプ

（cm ）

空気量

傷 ）

本　 28日

圧縮強度

（MPa）

304060802518561646330823

ユ

545671838865969969932969　一

2315770578
6160

　−
　一

33621

ユ417292436
21．021

．020
．020

．0

24 ．716
．621

．722

．6

4，94
．54

、84

．4

67．045

．329
．917

．6

　 2 ． 実験 概 要

　本研究で は，M 社製普通 ボ ル トラ ン ドセ メ ン

ト．大井川 水系川 砂利及び 川砂 ，習志野 市水道

水 ，N 社製 AE 減 水剤 ，高性 能 AE 減水 剤及び空

気 量 調整剤 を使 用 し，表一1 に 示す調 合 に よ り

250 × 490 × 790mm の 試 験体 を作製 した 。試

験 体は 打 設後 直ち に ビ ニ
ール シー トで 覆 い ，脱

型す る こ とな く温 度20 ℃ の 垣 温 室 に て 28 日閤

封 か ん 養 生 を行 っ た。た だ し，本 文 3 ．3 及 び

4M で は 、　 C 社製 普 通 ホ ル ト ラ ン ドセ メ ン ト，

富 津産 陸 砂 及 び西茨 城産 砕 石 を使用 し，表一2

に 示 す 調 合 表 に よ り 作 製 し た 180 × 490 ×

790mm の 試 験 体を打 設後 脱 型す る こ とな く屋

外で 20週間養生 したも の を用 い た。

　試 験 に供 した供試 体数は それぞれ の 水セ メン

ト比 ．コ ア の 直径 ご と に 5個 で あ る 。ただ し本

文 3 ，3 及び 4 ．1で は 、研磨の 場合 φ25mnn で 47

個 ，φ 33nlm で 52個 ，硫 黄 キ ャ ッ ヒン グの 場

合 φ25mm で 54個，φ33mm で 59個で あっ た。

　 3 ，　 コ ァ の 採取方法．供試体の 作 製方 法に

関す る検討

　 コ ア の 採取 方法及 び供試体の 作製方法 は ，基

本 的にJISAHO7 並 び に JISA1 ユ32 の 4．4 に従

っ て 行 う こ と と す る 一

　 3 ．1　 コ ア ドリル の 回 転数及び抜 き取 り速度

　小 径 コ ア を採取す る 際 の コ ア ドリ ル の 回 転 数

及び 抜 き取 り 速 度 に ワ い て は 、谷川 ら の 研 究
／s

が あ る　 こ れ に よ る と．コ ア ド リ ル の 回 転 数 に

WIC
（驚）

粗骨材

最大寸法

〔mm ）

単位水量

〔kg！n ド）

質量（kg！耐 ）
圧縮強度

〔MPa）

セメン ト細骨材粗骨材 28日 1年

602019332083394326 ．37．4

つ い て は，C）oo ，1100 ，1300 　 r ．p ．m ．で コ ア

採取 を行 っ た結果 ，回転 数が小径 コ ア の 強度に

及 ぼす影響は 小 さ い こ と が示 され て い る 。そ こ

で ，　 般 に 市販 さ れ て い る コ ア ド リ ル の ほ と ん

どが．回転数 600 〜1300r ．p ．m ．の 範 囲 に あ り，

回 転数 に つ い て は ．試験 方法 の 中 で 特 に 規定 し

な く て も 良い と判断 し た。また．抜 き取 り速度

に つ い て ，3 ，1．5、 1cm ／mm と し た 場 合 ，

3cm ／mil1 とす る と 負荷電力 が 大 き い が ．1．5

cm ／nlh1 と1crn／min の場合 ，負荷電 力は小 さ

く．両者 の 有意差は 認 め られな い と し て い る 。

そ こ で ，小 径 コ ア の 抜 き 取 り 速 度 を 1 ，5

cm ／nlillとする 、

　3 、2　 採取 位置 及 び深 さ

　文献 6）に よ る と．コ ン ク リ
ー・

トの 柱 ．壁 の 強

度 は ，打 込 み ヒ端 面 か ら約 1m 以 内は 小 さ く ，

高 さ 約 1m ま で は ，若 下 大 き い 。そ こ で ，作 業

の しや すさ も考 慮 し，小径 コ ア の 採取 は ，コ ン

ク リー トの 打込み 高さが 2m 以 上 で あ る こ とを

前提 に，1m の 位置 で 行 う こ と とす る 。

　 コ ア の 採取深 さ は ，必 ず供試体の 高さ と 直径

の 比が 2 とな る よ う考 慮 し，採取する も の と す

る 。 ただ し．文献7）．8）に よ り，コ ン ク リ
ー一

ト

の 表層（概ね 50mm 以内） は内部 よ り も若材齢

時 に受 け た乾燥等 の 影響 で 水和 が進 まず，材齢

が経過 して も細孔 構造 が 粗 く，強度 が 低 い こ と

が分か っ て い る 　そ こで ，コ ン ク リー一トカ ッ タ

ー…
を 目1い て ． コ ン ク リ・・一ト表 画 か ら 5〔〕lnm 程

曳 の 部 分 は 切 断 し．破 棄 す る こ と と す る ．更 に 、

一
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研磨に よ り加圧面を平滑にす る 場合 は研 磨 によ

り減 じる長 さを考慮する 必要 がある 。

　 3 ．3　 圧縮供試体の端面仕上げ

　 こ こ で は ，供試体 の 両端面を端面 整形機 に て

研磨 した場合 と硫黄 キ ャ ッ ビ ン グ を し た場合 に

つ い て ， 実 験 を行い 検討 し た。図
一2 に 端面処

理 方 法 と 圧 縮強度及 び 標 準偏差 と の 関係 を 示

す。φ33mm を硫黄キ ャ ッ ヒ ン グ した も の は，

圧 縮強度が 小 さく，標準偏 差 も大 き い 結果 と な

っ た 。こ れ は，試験者が小 径 コ ア の 硫黄キ ャ ッ

ピ ン グ を初め て 行 っ た時 の 結果 で あ り．端 面 を

供試 体 の 軸に対 し て直角に 保 つ た め の 治具 も用

い て い なか っ た。そ の後，治具を考案 し，試験

者 がキ ャ ッ ピ ン グ作業 に 慣 れ た後 は ，圧 縮 強

度 ， 標準偏差 とも に端面仕 上げ方法に よ る 差違

は見 られな い こ と が確認され た。

　 こ れ らの 結果 か ら は ，研 磨 に よ る 端面仕上 げ

は初め か ら熟練を 必要 と せ ず ，方 法 と して よ り

相応 し い よ う に 思 え る が，研磨に よ る 端面 仕上

げ は φ 25mnl で 11 ．3 ％ ．　 4D

φ 33mm で 11 ．9％ の 割合 で ．

研 磨作業 中 に粗 骨 材 が は じき

出 され ，供試 体 とす る こ とが

で きなか っ た 。 こ れ は ，熟 練

に よ っ て は 解決で き る 問題で

は な く，研 磨 に よ る場合 は 常

に 予め コ ア の 抜 き取 り数 を 多

くする 必要が ある 。

　 よ っ て ， こ れ ら の 傾 向を 考

慮 し，端面仕 上 げ方法 を 選

択 す る 必 要 が あ る 。なお ，

谷 川 らの 研究
4
で は，硫 黄

キ ャ ッ ヒ ン グによ る 端面 仕

上 げを推奨 して い る 。

　JISA ユユ08 ｛寸瓦禹書（秉見定）

及 び 2KT −205 によ り．ア

ン ボ ン ドキ ャ ッ ヒ ン グが 圧

縮強度試験 に適用 させ る こ

と が で き る よ う に な っ た ．

ア ン ボ ン ドキ ャ ッ ヒ ン グ の

　 39

　 388375ts

　
36

犖・ ・

432333

小径 コ ア へ の 適用 に つ い て は，今後 の検討 と し

た い 。

　 4 ． 圧縮 強度試 験

　 コ ア の 圧 縮 試 験 方法 は ，基 本 的 に JIS　A

1108 に 従 っ て 行 う こ と とす る 。

　4 ．1　 コ ア の 破壊形状

　破壊形状は 図一3 に 示す よ うに   円す い 状 の

破壊．  モ ル タル と粗 骨材と の 界面 で の 破壊 ．

  粗骨材の 破壊 を含む せん断破壊，  大 きな粗

骨材 が 中心 付近 に あ りモル タル 部で 圧壊 の 4 タ

イ プ と  そ の 他 に分け られ る。

　 図一4 は，それ ら の 発 生率 を示 した もの で あ

る 。圧 縮試験後の 理想的な破壊形状 とされ る  

円す い 状 の 破壊は 12 〜13 ％ 程度 で あ り，  粗

骨 材 の 破壊 を含む せ ん 断破壊，  モ ル タル と粗

骨材 と の 界面 で の 破 壊 は ，あ わ せ て 約 75 ％ を

占め て い る 。し か し な が ら，図
一5 に 示 す よ う

に．  円す い 状 の 破壊 の 場合 に比 し，  モ ル タ

8

7

G6

き
椡

5

紺 4
雖

　 3

　 　 2

　 　 　 研磨　　　　硫黄 キャ ッ ピ ン グ　　　　　　　研 磨　　　　硫黄キ ャ ッ ビン グ

　 　 　 　 端 面 処 理 方 法 　　　　　　　　　　　　　　　　端面 処理方 法

　図一2　端面処理方法と圧縮強度及び標 準偏差との関係
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  円す い 状の 破壊　   モ ル タル と粗 骨 材 　   粗骨材 の破 壊 を

　 　 　 　 　 　 　 　 との界面 で の 破壊　　含 む せん 断 破 壊

　　　　　 図一3　圧縮強度試験後の供試体の破壊形状
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ル と粗骨材 と の 界面で の 破　　　　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
壊 ，  粗 骨材 の 破 壊 を含 む   町 い

材が 中心 付近 に あ り モ ル タ

ル 部で 圧 壊とも 圧 縮強度の

差違が認め られず，標準偏　　
差 に つ い て も小 さか っ た。　 　

破壊 した 供試体 を詳 しく観

察す る と，本来，円す い 形

と な る 破壊面の 部分 を 粗骨

材 が 占 め て い た c   モ ル タ

ル と 粗 骨材 と の 界 面で の 破

壊 ．  粗骨 材 の 破 壊 を含 むせ

45

40

ん 断破壊，  大 きな粗 骨 材が £
　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 巴
中心付近にあ りモ ル タル 部で tS　

35

圧 壊 は ・供試体 寸 法に 比 し還
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3D
粗 骨 材 の 寸法 が 大 き い た め 、

粗骨材に Jjが加わ っ て も粗骨
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 25

材 で 破 壊 せ ず、粗 骨材 に か か

っ た 力 が モ ル タ ル 部分 に ，そ

れ ら の 位 置関係 に 応 じて 分 散 　 1。 o

され た た め と考 え ら る 、こ の

こ とは．若干 なが らも  ，  ．　　 80

  の 破壊の 方が 、圧縮強度が 　k

大き か っ た理 由 と して も考え　es　
60

られ る 、よ っ て ，試験 は複 数 　
iL ［

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 40
の 供試 体で 行 い．測定 値が 平

均値 ＝ 2 σ を超 え る 場合 の み
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2o

を棄却す る こ と と した，　 　 　 　 　
25

　 4 ．2 　 一 試 験 に 供 す る

供試体 数

φ25mm 　研磨

　　　 図一4

ル タル部で圧堵

　 　 1．69 ％

の

破壊形状と発生率

材 齢12 ケ月 研磨

円すい状 の 粗骨材 との 界面で の 破壊

破壊
せ ん漸破壊

モ ル タ ル部で圧壌

10

8

羣・

馨・

　 2

φ 33mm 　研麾

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0

φ25mm 　　　　　φ 33mm 　　　　　　　　　 φ 25mm 　　　　　φ 33mm

　 　 コ アの 直 径 　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 　 コ アの 直 径

図一5　 破壊形状別 に みた圧縮 強度及び標準偏差

33 　　　 50 　　　　　　 75 　　　　　　10D 　25 　33 　　　　50　　　　　　 75

　 　 コ ア の 直径 Clコ m ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ ア の 直径 （mm ）

　　　図
一6　 コ ア の直径 と 信頼度と の 関係

　　　　　差）（MPa ），　 n ：供試体数（個）

　測定 値の 信頼 度 を 求 め ．評価 に 必 要 な 供試体

数の検討 を 行一．、 た ．信頼度 は ．次 式 に よ IJ て 算

出 さ れ る 確 率 変 数 u に よ り， IE 規 分 布表 か ら 求

め た。

　　　、 ≦
17− ml

π 　 　 ω
　 　 　 　 　 　 　 σ

こ こ に ，［1 ： 確率変数，文 ； 標本
’
ド均〔〉．L］1’

a ），　 m ：

母
馳F均 〔、1Pa ）　氏 　 111）： 母

’
ト
ノ
均 に 対

’
す る 誤 差

（．X］1’

ll）．σ ： 母 集団 の 標瞭i偏 準C ．標本標準1柚i

lDO

　 図
一6 に 供 試 体数 を 3個，許容 する 誤 差を

’

3MPa と したと きの コ ア の 直径 と 信頼度 と の 関

係を 示す 、水セ メ ン ト比 が 高 く な る に つ れ て 信

頼度は 高 くな り，水セ x ン ト比6【｝％ 以 L で は ．

測定 値 の 平均 が 母平均 と ： 3MPa 以 i勾 に あ る 信

頼度 は 8〔〕％ 以 Lで あ
一ノた 　また．洪試体 数 を5

傴 と し た と き U；　1
’
r　1，
’
頼 度 に っ い で も検討 L た が ．

稲 頼 度 に 大幅な 改 善 は ’「
／
k ら れ な 、う一’s た 　よ 一ノ
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て ，一
試験 に 供す る 供試 　 70

体 数 は
一一般 に 3 個 と す る 　 60

が ，高 強 度 の 場 合 に は 供 　 50
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 R

試 体数 を 増や す こ と が 望 耄40

ま し い。

　5 ．　 コ ァ の 直径 と圧 縮

強度と の 関係

　 図
一7 に 材齢 28 日 に お

け る コ ア の 直径 と 圧 縮 強

度 と の 関係 を 示す ． コ ア

の 直 径 が 小 さ い ほ ど圧 縮

強度 は 低 く水セ メ ン ト比

が 低 い ほ ど こ の 傾 向 は 顕

著 で あ っ た が ，図
一8 に 示

す よ う に φ 100mrr1 の コ

ア と 小 径 コ ア の 圧 縮強 度

の 関係で 示 す と． コ ア の

繦
30

出 2010

　 0

　 25　33 　　　 50 　　　　　　75 　　　　　 10D 　　　　　 O　　10　 20 　 30 　 40 　 5〔｝　 60　 70

　 　 　 　 　 ⊇ ア の 直径 〔mm ）　　 　　　　 　　　 φ1DOmm の コ ァ の 圧 縮強度 （MPa ）

図
一7　 コ ア の 直径 と 圧 縮強度　 図 一8　 φ100mm の コ ァ と小径 コ ァ

　　　　との関係　　　　　　　　　及び標準供試体の 圧縮強度の 関係

表・3　 図
一8 に お ける関係式及 び相関係数 表 4　小径 ⊇ ア の 強度 に乗じ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る補正係数｛材齢 28 日）

．■，，．， ，「 炉 ，，，，ヤ，

W 〆C ；30 ％

，甲枦■，， 「1鬯鬯，PW
／C＝40 ％

．．．幽齟齟．L．一．．．．．一一− ．．．．． 　　「齟．一｝冒．■−
W 〆C；60 ％

7，囗．

材 齢28 日

点縁 は φ 100mm 際 準供微体 の圧縮 強度 を 示す

．一L齟・幽L．一．L，，・．．L．幽．．．．．．．．．
　　　　W ！C＝80 ％
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囲
讃
隠
出
e
詮
涯
超
紺
贓

蓉
函
卜

n
掣

供 試体の 種 類 関係式 相関係 数

  φ100mrrl 標 準 供試 体 v ＝0．99x一 0．999

  φ75nlIn　コ ア y
罵0．97x0 ．998

  φ50mm 　コ ア y ヨ0．89x1 ．000
幽
包 φ33mm 　 コ ア v ＝0、84x暫 0．998

  φ25mm 　コ ア v ；0．82x一 0．996

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 x ；ol 〔｝Omm の コ ァ の 圧 縮強 度（MPa ）

直 径 別 に直 線関 係が認 め y 、小 径 コ ァ 及 vto 且00mln 標準 供試 体 の 圧 縮 強 度 （Mp 、）

られ た。表一3 は 供試 体 の 種類別 に φ 100Jnn ’
i

の コ ア と小径 コ ア の 圧縮強度の 関係式及びそ の

相 関係数 を示 した も の で あ る ． こ れ を も と に ．

小径 コ ア の強度 か ら φ］OOmm の コ ア 強 度に換

算 す る 場合 に小径 コ ア の 圧 縮強 度 に乗 じ る補正

係数 を求 め る と表一4 の 通 り と な る 。

　 し か し な が ら ，図
一2 の 結 果 及 び 谷 川 ら の 結

果
3「5

で は ，コ ア 直 径 が 小 さ い ほ ど．圧 縮 強度

は 大き く．本結 果 と は 逆 の 傾向 と な っ て い る 。

こ れ ら の 試験体は全 て 材 齢 3ヶ 月以上 の 試 験体

で あ る こ とか ら材齢に よ る 影響 と も 考 え られ る

が，詳細 は今後検討 が必要で ある 。

　 6 ． 圧 縮強 度試験方 法の提案

　 こ れ ま で の 検討結 果 か ら．　小 径 コ ア に よ る

コ ンク リ
ー一

トの 圧縮 強度試 験 方法 1 を 下記 の 通

り提案する 、、こ の結果に従 っ て データ を蓄積す

れ ば ，試験結果 に 及ぼす 試験者 に よ る 影響 が 小

さ く 抑 え られ ，吏 に 適 IE な試験 方法 が得 られ る

もの と 考 え られ る

供試 体の 種 類 補正 値

  φ75mm コ ア 1．03

  φ50mm コ ア 1．12

錚 φ30mm コ ア 1．19

  φ25mm コ ア 1．22

1． 試験用 装 置 ・器 具

コ ンク リ
ー一トコ ア ド リ ル ： コ ン ク リ

ー
ト専用で

携帯 型 の も の （回転数 600 〜 1300r ．p．1コ1．）

ダイ ヤ モ ン ド ビ ッ ト ： 呼 び外 径 56mm （呼び内

径 50mm ）以 ドの も の

コ ン ク リ
ー

トカ ッ タ
ー

： コ ンク リ
ー一

トの 端 面 を

切断 で き る も の

研 磨機 ： コ ン ク リ
ー・一

トの 端 面 の 仕 上げに 用 い る

専用 の 整形機

硫黄 と鉱物質粉末 の 混合物 ： コ ン ク リ… トの 端

面仕上げに 用 い る もの

圧 縮 試験 機 ：JIS　 B　 7733 の 7．（試 験機 の 等級 ）

に 規定す る 1等級 以 tlの もの

2．　ff式暫貪σ）準 1斥百

コ〕コ ン ク リー．
トコ ア ド リ ル を用 い て ．コ ン ク リ

ー
トス ラ ブ而 よ り 1m の 位置 で ，所要の 径 の 小

径 コ ア を 湿 式に て 抜 き取 る 　ただ し．そ の 長 さ

は 、コ ン ク リ
ー・ト表面 よ り 5【）mn1 を 除い て も

径 の 2偖の 供試臼∫が作 製 で き る こ と （研 磨 に よ り

加圧 1面を 唱滑 に す る 場 合は ．｛1廾磨に よ り 減 じる
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長 さ も 見 込 む 必 要 が あ る ）。な お ． こ の 時 の 採

取速度は 1．5cm ／min 程度 とす る 。

  ．まず，コ ア の 先 を コ ン ク リ
ー

トカ ッ ター．を 用

い て 切断 し．続 い て 径 の 2倍の長 さ を残 して （研

磨に よ り 加圧 面を平滑に す る 場合 は，研 磨 によ

り減 じる 長 さを見込 む必 要が あ る）コ ン ク リ
ー一

ト表 面倶1」50mm 程度 を コ ン ク リ
ー トカ ッ ター

を用 い て切断する 。

  コ ア 供試 体 の 両端 面は ，JfS　 A 　 1132 の

4．4（供試体の 上面 仕上 げ）に よ っ て キ ャ ッ ヒ ン

グをするか ， または磨い て所定 の 平滑度に 仕上

げる。

  ．コ ア供試体 の 上 下 両端面付近及 び高 さ の 中央

で ．互 い に 直 行す る 2方向 の 直径 を O．lmm まで

測 り．そ の 平 均値 を 供 試 体 の 平均 直径 と す る 。

  コ ア 供試 体は ，圧 縮 強度 試 験 の 時 まで 48 時

間 20 ユ 3℃ 水中に 浸 漬す る 。

切断 した コ ア の 両端 面を研 磨 また は 硫黄 キ ャ ヒ

ン グを施す等 し て 彑 い に 平行な平 滑面 と し．供

試体 とす る 。

3， 圧縮試 験

　圧 縮試験方法は，JIS　A 　 1108 に よ る　 なお 、

一一
試験 に供す る 供試体数 は

一
般的 に 3 と し，そ

の 平均値 をJIS　Z　 8401 に よ っ て 整数（S 正の 数値

は 小 数点以 下 1桁）に 丸 め る ．

　 φ 100rllll1コ ア の 圧 縮 強度 に 換 算 す る と き は

予 め 求 め て お い た 小 径 コ ア の 強 度 と φ 1〔〕Omm

コ ア の 強 度 の 関 係に 結果 を 対 応 さ せ る ．材齢

28 日 に お け る 場合 は．表
一4 によ り補 正係 数 を

求 め、次式 によ り換 算する t．

　　　 （φ100mm コ ア の 圧 縮強度）

　　 ニー（補正 係数 ）× （小 径 コ ア の 圧縮強 度）

　 7 ． ま とめ

　本研究の 結果 を ま と め る と次 の 通 り で あ る ，

（1）小径 コ ア の 硫 黄 キ ャ ッ ヒ ン グ に よ る 端 面仕

ヒげは熟練す る と，研 磨 の 場 合 に 比 し．コ ア 抜

き 取 り 数 が 少 な く て す む．．．一一
方 ．研 磨 に よ る 端

面仕 i：げ は ．研
「

磐時 の 破損 を考慮 し． 1  め 多 く

の コ ア を 抜 き取 る 必 要 が あ る が ．端面fl．ヒげ に

熟 練を要 し な い 。

（2）小 径 コ ア の 圧 縮試 験で み られ る円す い 破壊

以 外 の 破壊 は ，偏心 載荷 等 によ る も の で は な

く，測定 され る強 度 は 円す い 破壊 と ほ ぼ等 し

い 。圧縮 強度 の評価の 際に は，破壊形状にか か

わ らず，異常値の み を棄却す る こ と とす る 。

（3＞試 験に供す る 供試体数 は
一般 に 3個 とす る

が ， 高強 度 の 場合 に は 供試体数を 増や す こ とが

望 ま しい 。

（4）材齢28 日 の 試験 で は ，コ ア の 直径 が小 さ い

ほ ど強度は 小 さ い ，そ の 割 合 は ．水 セ メ ン ト比

に よ らず，コ ア の 直径 ご と に 一定で あ る。従 っ

て ，小径 コ ア に よ る 強度を 予 め 求 め た補 正 係数

を乗 じ る こ と で ．φ 100mm の コ ア の 圧 縮強度

を推定す る こ と が 可能 で ある 。

（5） 「
小 径 コ ア に よ る コ ン ク リ

ー
トの 圧 縮 強度

試験 方法 ．を提 案 した．
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